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PTA会長式辞 

P T A 会 長 

冬の札幌を真っ白に包んできた雪もわずかとなり、緑

が広がる季節となってきました。この春の良き日に平岡

緑中学校に入学された皆さん、ご入学おめでとうござい

ます。 

特に今年は、これまで社会の交流を制限してきた感染

症の制限も無く、在学生も出席される中、本来の形で入

学式が開催できることを本当に嬉しく思います。 

新入生の皆さん、今日から新しい環境での新しい学校

生活が始まります。これまでは無かった制服に身を包

み、新しい友人や先生とも出逢い、これから皆さんはこ

の学び舎で多くのことを学んでいくことと思います。そ

の心の中には、多くの期待と少しの不安、ワクワクとド

キドキがあると思います。皆さんが想像するとおり、小

学校と中学校ではいろいろなことが変わってきます。最

も大きく変わるのは、皆さん自身が自分で考え自分で判

断していく「自己決定」の機会が増えていくことです。

中学生となった皆さんは、行動範囲が広がるとともに様

々な選択肢が増え、自分自身で考えなければならないこ

とが増えてくると思います。そして、その選択結果につ

いても適切であったのか、もっと違う選択をすべきだっ

たのか、納得できる結果もあれば、必ずしも納得できる

結果に辿り着かない場合もあるかもしれません。です

が、皆さんが積み重ねていく様々な経験は、必ず皆さん

の将来につながっていくと思います。 

皆さんは、可能性の塊です。その可能性を開花させる

ためには、皆さん自身が考え、必要な努力を重ねる必要

があります。これからの３年間は、皆さんが将来やりた

いことを具体的な目標として探していく３年間であり、

自分自身の可能性を高める３年間です。皆さんが今日感

じたワクワクやドキドキを忘れず、勉強はもちろん部活

動や地域の課外活動などいろいろなことにチャレンジし

て中学校生活を楽しんでください。 

本日、ご出席されているご家族の皆様におかれまして

も、お子さまのご入学、誠におめでとうございます。ご

家族にとっても目に見えてお子さまが成長される期待に

膨らむ 3 年間のスタートと思います。ですが教育の場は

学校と先生だけでは作り得ることはできません。ご家族

の協力はもちろんのこと、地域の皆様の協力もいただき

つつ、相互に連携し作り上げていく必要があると思いま

す。本校の PTA といたしましても、少しでも生徒さんた

ちの学ぶ環境を向上させることに寄与できればと考えて

おりますので、ご家族の皆様のご理解ならびにご協力を

頂ければ幸いです。 

ご入学された新入生の皆さんの中学校での成長と活躍

を祈念して祝辞の結びとさせていただきます。本日は、

誠におめでとうございます。 

 

 

 

入学式の様子 Part2 
前回の学校だよりでお届けすることのできなかった写真を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入生代表の挨拶 
生徒会長による 

在校生歓迎の言葉 

校歌斉唱の 

伴奏と指揮を行う 3年生 
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在校生歓迎の言葉 

生徒会長 

 

暖かい日差しに包まれ、日を追うごとに春の訪れを感じら

れるようになりました。 

本日、この平岡緑中学校に入学された新入生の皆さん、ご入

学おめでとうございます。在校生一同皆さんの入学を心待ち

にしていました。 

今、新入生の皆さんはどのような気持ちで入学式を迎えて

いますか。これから始まる学校生活に夢や希望を抱いている

人もいれば、なれない環境に不安や悩みを感じる人もいるか

と思います。それは２年前の私たちも同じでした。しかし、様

々な行事や仲間たちと多くの時間を過ごしていくうちに打ち

解けることができました。新入生の皆さんも不安な気持ちで

いっぱいではあると思いますが、不安になりすぎず自分のペ

ースで新たな学校生活に慣れていってください。 

平岡緑中学校には様々な行事があります。小学校で行う行

事よりも自由度があがり生徒が主体的に活動するものが増え

ます。昨年度は大運動会や輝望祭などを行いました。どれも活

気のある素晴らしい行事なので楽しみにしていてください。 

また、中学校と小学校で大きく違うものに部活動があると

思います。平岡緑中学校にはたくさんの部活動があり、部活に

入ることでいろんな力が身に付きます。先輩方と関わる機会

が増えるので礼儀を身に付けることができます。また、友達同

士で一生懸命練習したり、試合に勝ったときなどはとても楽

しいです。今までやったことがないことに挑戦することで新

たな発見に繋ります。ぜひ入部してみてください。 

これからの中学校生活では「自分は平岡緑中学校の一員な

んだ」という意識が大切です。行事ではもちろんのこと、日常

生活や委員会活動でも意識するようにしましょう。特に委員

会活動では、先生に言われたことができれば良かったかもし

れませんがこれからは違います。学校をよりよくするのは僕

たち生徒ですし、行事などの準備や運営するのも僕たち生徒

です。そのため、どのようなことを行いたいのか、どのように

変えていきたいのかを自分自身で考える習慣を身に付けまし

ょう。 

これから始まる中学校生活は、きっとあっという間に過ぎ

ていくと思います。それは行事などの楽しいことが増えると

ともに、勉強やテスト、３年生になれば高校入試など苦労も増

えるからだと思います。ときには勉強に部活、委員会で限界だ

と思う時があるかもしれません。ですが、そんなときには決し

て諦めずに継続してみてください。それはこの先で必ず皆さ

んの力になるはずです。僕たち先輩も学校生活をより過ごし

やすく充実したものにできるようサポートしていきます。困

ったことやわからないことがあれば僕たちを頼ってくださ

い。 

本日から平岡緑中学校の一員となったみなさんと僕たちで

より良い学校にして行きましょう。 

新入生代表の言葉 

1年 1組代表生徒 

 

長く続いた厳しい寒さも和らぎ、ようやく雪が解け始め、春

の暖かい日差しに包まれる今日、いよいよ僕たちは新しい制

服に身を包み、平岡緑中学校に入学しました。 

これまで六年間過ごしてきた小学校とは異なる環境に不安

を感じる一方で、どんな中学校生活が待っているのだろうと

期待に胸を膨らませながら、僕たちは平岡緑中学校の門をく

ぐりました。一緒に入学した新しい仲間たちと学校生活を通

して交流していくことが今から楽しみです。 

まず、僕が頑張りたいことは部活動です。今は軟式テニス部

に興味を持っています。ですが、他の部活動も見学してじっく

り考えてから決めようと思っています。中学生になって勉強

も難しくなり、部活動にも全力で取り組むことは、とても大変

なことだと思います。でも、忙しい中でも好きなことに全力で

打ち込み、その中で仲間との交流を大切にし、一つの目標に向

かっていくことが、僕はとても楽しみです。また、僕は生徒会

活動にも積極的に参加したいと思います。六年生で環境委員

会をしていた経験を生かし、中学校の生徒会でも、緑中学校の

一員としての意識を高め、活発に活動していきたいです。 

次に、学習についてです。学習については予習、復習をしっ

かりとできるように心がけていきたいと思います。僕は、中学

校の学習で良きスタートを切れるよう、春休みの間に今まで

学習してきた小学校の内容等の復習に取り組んできました。

そして、これからは中学校で学習する内容の予習を、家庭内で

自分から進んでできるよう頑張りたいです。小学校とは違い、

中学校では定期テストが行われると聞いています。その定期

テストで良い点がとれるように、授業でもたくさん手を挙げ

たり、発表したりできるようにしたいです。 

最後に、僕は人間関係を大切にしたいです。僕は小学校の六

年間でたくさんの仲間と協力し、切磋琢磨しながら目標に向

かって進んでいくことの楽しさを学びました。そして中学校

では、一度しかない中学校生活での新しい出会いを大切にし、

六年間で学んできたように出会った仲間との絆を深め合って

いきたいです。また、先輩方や先生方への正しい言葉遣いや態

度、敬語の使い方にも気を付けることができるように心がけ

たいです。 

中学生になると、言動の一つひとつにこれまで以上に責任

が伴います。なので、小学校で学んできたを生かし、これまで

以上に人の気持ちを考え、中学生としての自覚や責任をもち、

人のためになるようなことをしていきたいです。そうして、全

員が気持ちよく学校生活を送ることができたらいいなと思い

ます。 

先生方や職員の皆さん、そして先輩方にはご迷惑をおかけ

することもあると思います。そんな時は温かいご指導をよろ

しくお願いします。保護者の皆さん、未熟な僕たちですが、こ

れまで同様、温かい目で見守っていただけると幸いです。 

最後になりましたが、校長先生をはじめ、先生方、職員の皆

さん、ご来賓の方々、保護者の皆様、本日は僕たちのためにこ

のような素晴らしい式を行っていただき、誠にありがとうご

ざいました。 


